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国見町農業協同組合大木戸支所

鴨 田 美 代 子 さん（18歳） (内谷字西脇64 博さんの長女)

農協は。あらゆる事業を通じ「組合貫のために最大の奉仕をすること」を目
標に、全職員が努力しています。
鴨田さんは、今年３月、高校卒業と同時に入所したばかりのニューフェイス

です。
「みんなに手伝ってもらいながら、窓口事務や貯金事務などをしています」

という彼女。バレーボールで鐓えた精神で、何事にもこだわらない現代っ子ら
しさをみせる反面、しとやかさの中に秘められたファイトが感じられました。



議 員 決 ま る
新　人 ６人

統
一
地
方
選
挙
を
締
め
く
く
る
町
議
会
議
員
の
投
票
が
四
月
二
十
六
日

行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
二
十
人
の
新
し
い
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

投
累
日
は
、
と
き
お
り
小
爾
が
降
る
肌
寒
い
一
日
で
、
投
一

率
は
、
前

回
と
比
べ
て
二
・
五
二
％
下
回
り
、
九
Ξ
・
八
八
％
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
員
の
内
訳
は
、
現
職
十
四
人
、
新
人
六
人
で
、
今
後
四
年
間
、

町
民
の
代
表
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
議
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す

番
号
は
議
席
番
号

①村上　利夫蹴員

53歳 当選 １川

く笥丿字蚫野台扣

②松浦市太郎議貝

58歳 ｉ 選 １同

(大木戸字希勦))

③菊地　 正議員

61 槻 当選 １回

哨ほ田 見 前 期

⑤ 斎藤　 隆 離員

62 歳 当選 １回

汕U 宇山/神助37｝

⑥ 松浦 金 一康 員

63 歳 当選 凵nl

1石ほB1字饐択471

⑦鈴木 伴治議員
68歳 当選 １回
印｢内字沖い

⑧松浦 長明議員

59歳 当選 ２回

{大木戸字餉闥

⑩遠藤　金六議貝
60歳 当遡 ２回

鳴耿字中鳥5の1）

町
議

選
の

結
果

有
権
者

数
　
（

、
七
七

一

人
（
男
四
、
ニ

ー
〇
人
、
女
四
、
五
六
一
人
）

投

票
者

数
　
（

、
二
三

四
人
（
男
三
、
九
詈

一
人
、
女
四
、
三
〇
一
人
）

投
票
率
　
九
三
・
八
八
％

（
定

敗
二
Ｏ

立
候
柵
二
三
）

七
八
・
二
ｋ

九
二

次
　
二
五
三

当
　
二
六
七
・
‐ｌ
凡
円

当
　
二
八
二

ｉ
　

二
九
五
・
冖
乂

１
　
一
回

回
丁

九
軣
．

屶
　
三
三
六

１

三
四
一

当
　
三
四
六

当
　
三
五
〇

当
　
一三
七
二

当
　

卜
七
七

当
　
三
七
九

．
ｉ
六‐
‐

当
　
三
九
〇
・
四
六
円

当

三
九
〇
・
‐ｉ
‐‐
瓦

当
　
四
三
〇

当
　
四
三
三

当
　

四

四

九

・
ｉ
‐
こ
ーχ

当
　
四
五
〇

当
　
四
七
一

当
　
四
七
二

当
　
五
八
〇

得
　

禀
　

数

松
　

浦
　

芳
　

藏

古
　

川
　

政
　

夫

大
　

波
　

治
　

男

松
　

滴
　

市

太

郎

鈴
　

木
　

伴
　

治

松
　

浦
　

義
　

男

松
　

浦
　

金
　
　
一

古
　

田
　

久
　

男

赤
　

坂
　

浅
　

古

八
　

鳥
　

博
　

正

斎
　

藤
　

光
　

古

玉
　

手
　

昭
　

市

菊
　

地
　
　
　
　

正

松
　

浦
　

長
　

明

武
　

田
　
　
　
　

勉

遠
　

藤
　

金
　

六

佐
　

藤
　

政
　
　

】

宍
　

戸
　

三
　

郎

佐
　

藤
　
　
　
　

力

斎
　

藤
　
　
　
　

陸

佐
　

藤
　

忠
　

災

仲
　

野
　

周
　
　

】

村
　

上
　

利
　

夫

氏
　
　
　
　
　
　

名

無

現

無

新

無

新

無

新

無

新

無

現

無

新

無

現

無

現

僵 無

現

無

現

無

新

無

現

無

現

無

現

無

現

無

現

共

現

無

新

無

現

無

現

無

新

党

派現



新 し い 町 議 会
現　職　　１４人

＠ 八島　博正議日

49砲 卵雙 ３回

汕畸字巾鵈19）

･皿武川　 勉議八

53歳 当選 ３回

吠豕叶 穴陶 〕

.jl佐 藤　 政一議n

55 歳 当 選 3  回

:･;･皈･Ｍ･皈１卜

翦･赤坂　浅吉雄員

58歳 町選 ３回

吶卜'i憑川9

舁斎藤　ｔ 占議11

59堤･'i選 ３川

ｔ け舘ヶ４171

･j6佐 藤　　 力巌 員

川 歳 ’1114 川

･  山 才 中 町 ち･II

＠ 占田　 久男議 員

64 歳 当選 ４回

(●剛字天Ｔ切二.45)

唖 Ｋ手 昭市離 員

60 歳 町選 ５回

脯人技字竹ﾉ内1勍 い

佃 巾野 周一議n

63歳 肖増 ５川

･ 別 才 故 々  町

劭･松浦　義ﾘj議八

66歳 町選 ５川

晒大枝字驀鍼杤

愼性 藤 忠 芙譏n

56 歳 “`i選 ５回

l●jll才大Ｉ畑･･s;

蓉防 戸 三郎離貝
66歳･li選 ５回

山 和

臨
時
議
会
開
か
る

議
　

長
に
宍
戸
一
二
郎
さ
ん

副
議
長
に
玉
手
昭
市
さ
ん

改
選
後
初
の
町
議
会
は
、
五
月
二

日
午
前
九
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

年
妊
議
ｎ

の
鈴
木
伴
治
さ
ん
か
臨
時

議
長
と
な
り
議
長
選
挙
を
行
っ
た
結

米
．
新
し
い
議
妊
に
．
宍
戸
三
郎
さ

ん
が
当
選
し
ま
し
た
．
次
に
、
新
議

長
の
も
と
で
、
副
議
長
を
初
め
、
常

任
委
は
な
ど
仝
選
任
し
．
町
政
議
決

攪
閹
と
し
て
向
こ
う
四
年
川
の
分
野

か
決
定
し
ま
し
た

町
議
会
議
員
役
職

べ

議
　

長

宍
戸

．’．郎

气

剛
鍛

妊
　

１
ｆ
昭

市

べ

各
常
伍

委
‥‥ｌ
　
（
ｃ

委
ｎ

長

こ

副
委
八

長
）

※

総
筋
常

任
委
は
会

｀
￥
い
川
久
男
　

Ｃ

遠
藤

僉
六

・
叭
鳥
博
正
　

松
浦

市
太

郎
　

宍

戸

ご
．郎

※

産
騫
常

任
委
ほ
会

Ｃ
４

呼
元

方
　

○
佐
藤

力

赤

坂
浅
古

鈴
木
伴

治

玉
ｆ

昭
巾

※
建

設
水

道
常
任
委
口

会

○
武

田

勉
　

Ｃ
佐

卿

政
一

仲
野
周
一
　
松
洲
全
一

村
上
利
夫

※
文
教
厚
皿
常
任
委
八
会

○
佐
藤
忠
笑
　
○
松
浦
義
外

松
浦
艮
明

斎
藤
　
隆

菊
地
　
正

て

各
組
合
離
会
議
八

※
国
見
町
梁
川
町
人
技
小
乍
校
組

合佐
藤
忠
艾

松
浦
義
男

玉
ｆ
昭
市

鈴
木
伴
治

松
浦
市
太
郎

※
公
立
藤
田
病
院
組（
口

宍
戸
三
郎

松
浦
義
男

八
島
博
正
　
遠
藤
企
六

斎
藤
　
陲

村
ｈ
利
夫

※
伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

佐
藤
政
一
　
松
浦
金
一

※
伊
達
地
方
消
防
組
合

赤
坂
洩
古

菊
地
　
正

※
福
島
地
方
広
城
市
町
村
圈
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合

松
浦
艮
明

※
Ｍ
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業

団宍
戸
三
郎

；

監
査
委
員
　

仲
野
川
一



め　 ご

愛 姫の輿入れ

街道を たずねて

現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
毎
週
日
曜
日
夜
八
時
か
ら
放
映
さ
れ

て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
「
独
眼
竜
政
宗
」
が
、
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。

伊
達
郡
は
、
こ
の
伊
達
政
宗
の
領
地
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
政
宗
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼

ん
で
い
ま
す
。

国
見
町
に
は
、
政
宗
夫
人
の
愛
姫
（
め
ご
ひ
め
）
が
、

三
春
か
ら
米
沢
へ
嫁
ぐ
と
き
に
通
っ
た
小
坂
峠
が
あ
り
ま

す
。新

緑
で
山
が
萌
え
る
こ
の
小
坂
峠
を
、
郷
土
史
研
究
家

の
菊
池
利
雄
さ
ん
の
案
内
で
歩
い
て
み
ま
し
た
。

▲愛姫の輿入れを出迎える伊達勢のシーン｛梁川町提供｝

伊
達
政
宗
夫
人
愛
姫
の

輿
入
れ
街
道
・
小
坂
峠

菊

池

利

雄

米
沢
城

主
伊
達

左
京
大

夫
輝
宗

の

嫡
男

、
伊
達

藤
次

郎
政
宗

に
嫁
ぐ

田

村
庄

三
春

の
城
主

、
田
付
大

膳
大

夫

清
頭

の
娘

愛
姫
の
花

嫁
行
列

は

。
混

甲

に
身
を

か
た

め
た
究
竟

な
伊
達

氏

の
軍

勢

に
守
ら

れ
、
雪
の

降
り
し

き

る
小

坂
峠

を
越
え
て

米
沢

城
へ

と
向

か

っ
た

。
今
を
去

る
四
百

七
年

前
、

人
正
じ

年
こ

五

七
九

）
冬
十

一
月
の

で

き

ご
と
で
あ
る

。

職
国

時
代

末
期
の

大

。£
期

に
お
け

る
田
村

溝
顕

は
、
常

陸
国

一

友
城
！

人
田

の
佐
竹

義
重
を

盟
圭

と
す
る
仮

名
・

白
川

こ

一
階
堂

・
石
川

・
岩

城

氏

の
慟

奥
辿

口`
勢
力

と
の

対
抗
閘

係

に
あ

ｆ．
て

、
凹
面
笹

歌

に
陥

二

ヽ
い

た

。
請
顕

は
、
こ
の

箝
境

を
打
開
す

る

た
め
、
母

観
の
生

家
で
従

兄
弟

の

伊

達

輝
宗

を
‘傾

り

、

川

村

家

の

将

來
を

託
す

べ
く
、
一

粒
種

の
璽
姫

を

政
宗

の
も

と
に
嫁

が
せ

る
こ

と
に

な

‐ｙ

た
。
典
形

的
な
政
略

結
婦

で
あ

り
、

政
宗

卜
三
歳

、
愛
姫

十
二
歳

の
と

き

で
あ

る
。

伊
達
家

の
正
史
で

あ
る

「
性

山
公

「
卸

宗
ｙ

治
家
記

録
」

に

応

冬

奥

州

鳥
野
郎

川
村
荘

三
春
Ｅ

田
村
大

胼

人
人

殿
坂
Ｌ

清
顕

ノ
嫡
な
な

蕕

溥

姫
御
人
輿
、
御
祝
儀
調
ラ
ル
。
板
屋

雪
深
キ
故
二
、
小
坂
路
ヲ
経
テ
敖
り

給
て

愛
姫
御
母
（

小
高
相
馬
殿
顕

胤
ノ
女
ナ
リ
。
消
顧
御
夫
婦
無
二
稙

宗
君
ノ
外
孫
ニ
シ
テ
、
愛
姫
『

政
宗

君
ノ
再
従
兄
弟
ナ
リ
。
』
と
、
祝
言

の
日
時
を
欠
く
か
、
『
伊
達
秘
艦
』

に
は
｛
天
正
七
年
卜

｝
月
ニ
ト
ハ
日
。

古
日
二
依
テ
略
姻
ノ
日
二
極
マ
リ
ケ

リ
Ｔ
と
あ
る
。

大
正
七
年
十
一
月
、
愛
姫
の
輿
は
、

二
春
城
を
発
し
北
へ
向
か
っ
た
。
本

寓
街
道
一
回
り
・
は
、
会
津
・
二
本
松

の
気
遣
い
か
あ
り
、
阿
武
隈
の
山
添

い
に
道
を
と
り
、
第
一
夜
は
川
向
城

泊
り
で
あ

元

で

彗

翡

裝

ひ

川
俣
を
通
り
、
広
瀬
川
沿
い
に
梁
川

に
至
り
、
出
向
か
え
た
伊
遼
家
と
の

間
で
、
輿
の
受
収
渡
し
か
行
わ
れ
た
。

梁
川
か
ら
小
坂
峠
へ
の
道
筋
は
明
ら

か
で
な
い
か
、
大
技
で
阿
武
隈
川
を

渡
り
、
藤
田
研
を
辿
り
峠
路
へ
さ
し

か
か

い
た
と
み
ら
れ
る
。

愛
姫
一
行
の
越
え
た
峠
遊
は
、
戦

後
の
自
動
巾
道
が
開
通
す
る
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
旧
道
で
は
な
く
。
峠
の

茶
屋
の
す
ぐ
南
側
旧
小
坂
と
鳥
収
と

の
塊
界
を
な
す
尾
眼
沿

い
に
走
る
、



傾
斜
の
き
つ
い
九
十
九
折
の
道
で
あ

り
。
出
口
と
入
口
郎
の
道
形
は
明
確

で
な
い
か
、
尾
根
筋
の
道
は
旧
観
か

よ
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
愛
姫

の
晒
っ
た
輿
入
れ
街
道
の
跡
で
あ
る
。

小
坂
峠
を
越
え
た
輿
は
、
七
ヶ
宿

を
経
て
二
井
宿
峠
を
下
り
、
米
沢
に

至
・
た
。
「
仙
台
武
鑑
」
に
は
。

『
人
馬
／
通
路
成
り
難
ク
、
世
上
群

盗
横
行
ス
ル
ヲ
以
テ
、
新
田
笑
濃
義

防
が
男
刑
部
義
信
二
命
ジ
、
究
竟
ノ

ｔ
Ｆ
吻ｙ
ｙ
　
　

丶
ｔ

壮
士
ｒ

騎
混
甲
ヲ
着
シ
厳
シ
ク
備
シ

メ
テ
、
伊
達
郡
小
坂
峠
二
迎
シ
ム
、

山
々
敷
カ
リ
ケ
ル
作
法
ナ
リ
。
」
と

こ
の
と
き
小
坂
峠
に
出
向

い
て
愛
姫

を
迎
え
る
伊
達
氏
側
の
物
々
し

い
ま

で
の
繁
固

ぷ
り
が
窺
い
知
ら
れ
る
。

愛
姫

は
、
豊

臣
秀
吉

の
奥
羽

仕
置

後
は
、

人
質

と
し
て
京

に
上
り

、
の

ち
江
戸

に
在

っ
て
、
再

び
三
春

を
目

に
す

る
こ
と
も

、
夫
政
宗

に
よ

っ
て

築
か

れ
た
岩

手
山
城

・
仙
台
城

を
み

る
こ

と
も
な

か
っ
た

と
い
わ

れ
る
．

政
宗
と
の
川

に
は
、
仙
台
二
代

藩
主

￥
冫
ａ
　

ｘ
・
戸・
Ｉ

忠

宗
、

五
郎

八
姫

’`
燧

｝
な

ど
四
男

二
女
を
し

う
け

．
政
宗

没
後

は
深
く

仏
教

に
帰
依

し
て

、
念
仏

．．．味

に
過

ご
し

た
と

い
わ
れ

、
承
応
二

彫

こ

六
五

三
）

一
月
、

八
十
六
歳

の
商
齢

で
死
去

し

た
．．
松

鳥
瑞
巌
寺

脇
の

陽

徳
院

に
葬

ら
れ
て

お
り
、

脇
徳
院

殿

栄
庵
人

尼

師
と
諡

号
さ
れ

た
．

& 小坂の難所

(山田嗇羽子お国替鍍巻より)

▲小坂姉からの齏観

▲旧遭 入口

▲車道から小坂峠を望む



本

宿

尚

さ

ん

（
公
立
藤
川
総
合
病
院
院
長
）

に
藍
綬
褒
章

昭
和
ハ

ト
こ

乍
祁
の

襃
尽
受

な
者

か
兇
表

さ
れ
、
川

見
町

か
ら

公
立
藤

川
総
｀
口
病
院

院
長

の
本
宿
尚

（

た
か

し

）
さ

ん

７（

卜
こ
歳
　

小

坂
字
北

窪

瓦

一
）
か
．

晴
れ
の
″
｀
綬
襃

な
ぞ

受
驟

き

れ
ま
し

た
．

本

倫
さ
ん
は

、
…り
手

県
生
ま

れ
で
、

昭

和
‐‐
．
卜
Ｌ
年

か
ら
県

立
福

鳥
代
人

付

属
病
院

に
動

務
、
昭
和

円
十

四
乍

、

公
な
藤

田
総
｀
い
病
院
院

輿
に
招

か

れ

ま

し

た

専
門

は
内
科
．

多
忙
な

現
在

も
毎

卜
、
聴
診

器
を
Ｆ

に
収

・
て

い
ま
す

。

「
よ
き

尢
輩

に
心
ま

れ
た
こ

と
、

一

緒

に
働

い
て
く

れ

た
人
が

い
た
結

渠

で
す
　

人
変

尢
栄
で

す
か

、
自
一
分

だ
け

い
い
思

い
を
し
て

い
る
よ

う
で

。面

映
ゆ

い
で
す

’‥
と
謙

唯
に

語
る
夲

宿
き
ん

飾
ら

な

い
トヘ
吶
で
、

現
び
も

、
県

バ

久
ケ

。
ト

ポ
ー
ル
協

会
長

を
陥

め

て

お

ら
れ
ま
す

▲診察する本宿先生

山
火
事
防
止
を

呼

び

か

け

山
火
お
″
防
ｉ

強

糾
月

間

に
ち
な
み

。

福
島
林
ｉ

嘔

疣
所
は

円
り

卜
じ
日

、

町
内
で

山
火
１

防
止
巾

川

パ
レ

ー
ド

を
実
砲

、
防

火
宣
似
チ

ラ

ーーｙ
や
峨
船

な
ど

を
配
布

し
て
、
火

災
ｆ

防
を
呼

び
か
け

ま
し

た
。

林
叢

事
拠
所

の
ほ
か

、
伊

辻
地
な

消

防
組
（
口
、
福
島

賞
林
署

、

町
の
公

則

車
な

ど
六
台

か
参
加

し
ま

し
た

途
中

、
数

力
所

で
亟
を

と

め
、
道

行

く
人

や
幼
児

に
、
峨
船

な

ど
を
配

。
て
山
火

事
ｆ

防
を
訴

え
ま
し

た

▲子供に風船を配って.I山火事防火を呼ぴかけ

ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
　

施

々

少
り

介
成

町
民
会

議
大
枝

地
Ｋ

推

進

４
　
レ
　・

．
．
卜
六
日

、

ｙ

前
八
時

か
・
ら
．ａ
‥
人
技

地
Ｋ
ｔ

城

の

遒

ぞ

い
の
空
カ

ン
や

ゴ
ミ
拾

い
な

ど

の

ク
リ

ー
ン
作

戦
を
火

硲
し
ま

し

た
．

協

議
会

、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
「
Ｐ
供
会

か
ら

人

人

―
．・
．
人
と

、
泙
地
区

の
子

供
ペ

ト

趾
廴
の
計

Ｌ

卜
八
人

か
参
加
　

拾

い
集

め
た

ゴ
ミ

の
碵
は

、
燃
え

な

い

ゴ
ミ

か

ゴ
ミ
裝
で

．
．
卜
袋

で
し

た

ま

た
．
燃
え

る

ゴ
ミ
は
焼

却
し
ま

し

た
　

阯

た
ら

．
べ
ひ
と

り
が

マ
ナ

ー

を
守

り
、

ポ
イ

捨
て
な

ど
せ
ｆ

．

ゴ

ミ
の

な

い
、
き

れ
い
な
町

に
し

た

い

む
の

で
す

行
政
相
談
委
員
に

内
池
さ
ん
が
再
任

内池和子さん

総
哨
庁
で
は
、
旧
見
町
を
担
肖
す

る
行
政
相
談
Ｓ
Ｕ
と
し
て
、
内
池
朏

ｆ
さ
ん
（
山
崎
字
沢
川

。
二
の
瓦

Ｉ
ト
．ｌ
倣
）
を
肖
び
委
嘱
し
ま
し
た

内
池
さ
ん
は
。
昭
和
六
卜
叭
か
ら
こ

の
仁
に
あ
た

卜
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
八
は
、
総
筋
斤
長
官

か
＆
嘱
す
る
し
の
で
、
国
の
仕
事
を

は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
東
卜
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な

ど
の
仕
乍
、
県
や
市
町
付
か
国
か
ら

Ｉ

任
さ
れ
た
り
、
補
助
金
を
受
け
て

行

ご
ヽ
い
る
仕
嘔
に
つ
い
て
の
苦
情

や
要
望
・
愚
地
を
受
け
付
け
、
杵
さ

ん
と
役
場
な
ど
と
の
間
に
立
っ
て
そ

の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
匐

じ
ま
す

秘
密
を
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ

い

国
保
保
健
指
導
員
に

渋
谷
つ
ぎ
子
さ
ん

渋谷つぎ子さん

昭
和

人
ト

ー
．
年
円
月

か

ら
．
町

の

国
保

保
健
指
導
ほ

に

渋
谷

つ
ぎ
Ｆ

さ

ん

（
た
川
ｙ

字

沼

一
人

の
二
　

、．．
卜

Ｌ
歳

）
か
委
嘱

さ
れ

ま
し

た
．

閥

保
陂
傑
険

者
の

保
健
指
４

を
担

当

い
た
し
ま
す

の
で

、
国

似
に
朏

人

な
き

厶

、
い
る
家

庭
を
訪

問
し

た
場

合
は

、

ご
協

力
を

お
噸

い
い
た
し

ま

す



ふるさとの文化財

3

8塚野目の錦木塚

菊池　利雄

塚
野
口
古

墳
群

の
一
郎

を
な
す

錦

木

塚
古
墳

心
弱

認

ｒ

一

峡

古

墳

時
代
後
期
の
も
の
で
全
長
四
十
二
‥
ご

後

円
部
経

十
八
じ

・
高

さ
「
。。
・
八
‥
い

の
蛻

嗅
を

も
つ
前

方
後
円

墳
で

。
直

刀

・
銅
鋺

や
自
然

釉
の

か
か

っ
た
緑

色

を
呈
す

る
艮
頸

瓶
な

ど
、
優

れ

た

副
葬
柴

出
士

｀
蹂

茆

し

た
古

墳
と
し
て

知

ら
れ
て

い
る
。

「
伊
達

二
郡
村
誌

」
の

伊
達

崎
村
の

項

で
は

、
錦
木

塚
の
地
名

考
証

の
手

懸

り
と
し

て
、

こ
の
古
墳

と

の
保
り

の

有
無
し

は
明

ら
か
で

な

い
と
し
な

が
ら
も

、
半
安
時

代
の
恥

か

ら
鎌
介

時

代
の

初
め

に
か
け
て

の
歌
人

・
歌

学

荐
で

あ
っ

た
藤

原
顕
昭

の

「
袖
中

抄

」
に
記

さ
れ
て

い
る

錦
木
伝

説
を

抄

出
し
て

載
せ
て

い
る

。

む
『
　
　
　

４７
ｔ

『
睦
奥

の

お
く

の
夷
‐
鳥
７

は
、

沁

ご
女
廴

？

侈

偐

就

舸

・
と
す

る
時

、
琵

を
や
る

事
は

な

く
て

、
一
尺

ば
か
り
な

る
木

を
、

斑

に
色

と
り
て

、
そ
の
女

の
家

の
門

に

立
っ

る
に
、
か

わ
ん

と
墨

つ
田
″
な

れ
ば
、
其

の
錦
木

を
程
な

ぐ
取

り
入

れ
っ

、

邂
ぐ
取

り
入
れ

ば
。
し

い
て

猶
立
て

、
不

束
を

限
り
て

、
真

に
心

ざ
し
あ
り

け
る

と
て
、
共

の
時

に
取

り
入

れ
て

逢
ふ

と
云
り

。
或
は
不

束

に
成
り
て

も
取

り
入
れ

ね
ば
、
思

い

絶

い
ぬ

と
云
り
、（
後
略
）

』
と

あ
り
、

こ

れ
を
要

約
す

れ
ば
。
陸

奥
の
国

の

男

ど
も
は

、
恋
す

る
娘

に
求
婚
す

る

時
、
ｈ
方
の
よ
う
に
。
恋
文
の
や

り
と

り

を
す

る
よ
う
な

こ
と
は

な
く
て

、

錦
木

と
呼

ば
れ
る

五
彩

に
色
ど

っ
た

。
尺
ほ
ど
の
恥
の
棒
を
、
墨
っ
な
の

什

む
家

の
門

口
に
立

て
て

。
求
愛

の
意

を
現

わ
す

と

い
う

。
女
は

男
の
求
愛

を
受
け
入
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
取
り
こ

人

で
承

諾
の
意

を
示

し
、
取

り
入
れ

な

け

れ
ば
、
女

の
も

と
に
毎
夜

通

っ
て

錦
木

を
贈

り
続
け

、
そ
れ

か
千
本

の

束

と
も
な

れ
ば

。
女
は
男

の
真
心
を

く

み

と
り
、

錦
木

を
取

り
入

れ
て

求

婚
に
心
ず
る
、
習
俗
か
あ

’。
た
と

い
う
　

「
信
達

二
部
付
誌

」

に
は
続

け
て
　

「
塚

野
口
村

二
錦
木

塚
ア

リ
ト

、み

Ｊ

゛
ｔ
　
　
　

歌

塚

野
口

村
本
村

叭

咆

卜

扣
接

ス
、

然

レ
ド
モ

陂
レ
今
共

遺
跡
ア

ル
ヲ
見

ズ
」

と
結

さ
れ
て

い
る

。

北

奥
羽

の
鹿
角
巾

に

は
、
自
鳥

の

に・
’

け
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ’
亠

柔
毛

を
繊

り
ま
ぜ

た
挾
布
作

り

の
名

人
で

あ
る
政

ｆ
姫
を

地
染

め
た
、

マ

タ
ギ

の
里
駅
木

の
若

者
は

、
毎
夜

二

呎
の

道
を
通

い
つ

め
て
、

錦
木
を

一

束

ず

つ
彼
女

の
門

口
に
立
て

続
け

た

か
、

九
百

九
十
九
夜

日

に
病
の

床
に

つ

い
て
死

ん
で
し

ま
う

と
ａ

ふ
。
悲

し

い
錦
木
伝

説

が
残

さ

れ
て

お
り
、

秋

川
県
鹿
角

市
卜
和

則
字

錦
木

に
あ

る
、

価
荷

神
杜

境
内

の

一
隅
に

は
、

犬
の

伏
し

た
よ
う
な

形
の

、
石

か
あ

ふ

‘
、
地
元

で
は
錦

木
塚

と
呼

ば
れ

て

い
る
と

い
う

。

こ

の
よ
・
つ
に
奥
羽

の
各
地

に

は
、

錦
木
伝

説
か
あ

り
、

古

い
奥
羽
の

風

俗
が

、
そ
れ

ぞ
れ
の

地
城

に
伝
え

ら

れ
て
き

た
こ

と
に
由

来
す

る
と
、

み

る
こ

と
か
で
き

、
錦

木
塚
を

一
簡
所

に
限
定

し
て

考
え
る

必
要

は
な

い
。

錦

木

塚
の
地
名

か
残

さ
れ
て

い
る

塚

野
口
岡

辺
の

こ
の
地
方

で
も

、
占

代

に
お

い
て

は

こ
の
よ
う

な
風

俗
の
あ

っ
た
こ

と
も
想

定
さ

れ
よ
う

。

ｔ
‐
考
文
献
「
川

見
町
史
」
。
・
凹
卷
『
日

本

の
婚
姻
訌

詔

豺

痞

『
秋

川
県

の

歴

史
触
歩
』
『
信

遼
二
部

村
誌
』

新
団
長
に
阿
部
恒
夫
さ
ん

林
団
長
は
勇
退

～
呵
消
防
団
～

新団長の

阿部恒夫さん

退団された

林 元治さん

円
月
八
Ｈ
Ｔ
後

．
時
三
十
分
か
ら
、

役
場
会
議
室
で
、
消
防
団
長
の
辞
令

夊
付
人
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

今
回
は
、
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
た

消
防
団
員
定
年
制
に
伴
い
、
林
元
治

団
長
か
勇
退
さ
れ
ま
し
た
、

林
団
長
は
、
四
卜
年
の
消
防
団
歴

を
仔
し
、
副
団
長
と
し
て
は
、
十
一

年
川
団
長
を
補
佐
し
、
町
の
消
防
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
．．

後
任
の
川
長
に
は
、
第
五
分
団
長

の
阿
郎
値
夫
さ
ん
（
人
木
一
戸
字
舘
）

か
選
任
さ
れ
、
八
島
忠
雄
町
艮
職
務

代
理
者
助
役
か
ら
辞
令
が
夊
付
さ
れ

ま
し
た
．

ま
た
、
本
団
教
養
分
団
長
の
岡
崎

長
嘔
き
ん
（
藤
田
宇
中
沢
）
と
第
三

分
団
妊
の
武
田
孟
さ
ん
（
森
山
掌
上

鶉
町
）
し
勇
退
さ
れ
ま
し
た

林
さ
ん
、
岡
崎
き
ん
、
武
田
さ
ん
、

ま

た
．

今
回
退
団

さ
れ

た
消
防
団
‥ｎ

の

杵
さ

ん
、
鍵

い
間
ほ

ん
と
う

に
あ

り

が

と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
．

な

お
、
斬
幹

部
の
皆

さ
ん

は
次
の

と
お
り

で
す
．
　
　

（
敬
称

略
）

団
長
　
　
　
　

阿
部
恒
夫

副
団
艮
　
　
　

大
波
治
男

教
養
分
団
長
　

林
　
初
男

″

剛
分
団
長

商
橋
　
力

第
一
分
団
長
　

仲
野
岡

】
郎

″

副
分
団
艮

武
田

衛

第
二
分
団
長
　

佐
藤
忠
芙

″

副
分
団
長

菊
地
昭
平

第
三
分
団
艮
　

村
上
公
月

″

副
分
団
長
　
近
野
富
多

第
四
分
団
長
　

後
藤
昌
伸

″

副
分
聞
長

斎
藤
榮
司

第
五
分
団
畏
　

佐
藤
正
己

″

副
分
団
長

星
野

巖



「
安

全
を
　

い
つ

も
心

に

ふ
む

ペ

ダ
ル
」

～
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
～

昭
和
六
十
二
年
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
か
、
五
月
十
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通

安
全
思
想
・
交
通
道
徳
を
普
及
徹
底

し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
で
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

い
ま
す
。

運
動
期
間

五
月
十
一
日
（
月
）
か
ら
五
月
二
十

日
（
水
）
ま
で
の
十
日
間

運
助
の
重
点

Ｈ

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

如
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底

凶
若
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
追
放

今
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
た
め
。

一
ヶ
月
遅
れ
の
運
動
と
な
り
ま
し
た

か
。
運
動
期
川
中
に
は
、
町
交
体
協
、

交
通
安
全
支
部
、
母
の
会
の
協
力
で
、

テ
ン
ト
村
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

”
犯
罪
捜

査
に

ご
協
力

を

”

◇
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

桑
折
警
察
署
管
内
で
は
、
い
ま
。

車
上
狙
い
な
ど
の
事
件
か
発
生
し
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
農
繁
期
に
か
け
て
、

空
き
巣
狙
い
な
ど
の
犯
罪
か
発
生
す

る
こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
ま
す
。

当
署
で
は
、
未
解
決
事
件
に
つ
い

て
総
力
を
あ
げ
て
捜
支
中
で
す
が
、

犯
罪
捜
査
は
警
察
の
力
だ
け
で
解
決

で
き
る
も
の
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
情

報
か
あ
っ
て
こ
そ
事
件
を
解
決
で
き

る
も
の
で
す
。

警
察
で
は
。
皆
さ
ん
か
安
心
し
て

生
活
出
来
る
よ
う
に
と
、
一
生
懸
命

活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
。
犯
罪

に
関
し
て
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
知

’
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

か
ら
の
辿
報
を
お
願
い
し
ま
す

。

◇
事
件
発
生
　
一
一
〇
番
″
‥

一
一
〇
番
通
報
が
あ
り
ま
す
と
、

短
時
問
に
警
察
官
が
現
場
に
到
着
す

る
ほ
か
、
犯
人
を
捕
え
る
た
め
の
ｆ

配
が
行
わ
れ
、
検
挙
も
早
く
な
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
ｙ

い
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
被
害
に
あ
っ
た
ら
現
場
は
い
じ
ら

ず
、
す
ぐ
盾
出
を
が
‥

泥
枠
に
入
ら
れ
、
部
屋
か
散
ら
か

っ
て
い
た
り
、
ド
ア
や
ダ
ン
ス
の
引

き
出
し
な
ど
か
あ
け
ら
れ
て
い
て
も
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
泥
な
ど
か
落
ち
て
い
て

も
、
掃
い
た
り
ふ
い
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◇
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と

は
、
積
極
的
に
遍
報
を
か
‥

犯
行
そ
の
も
の
や
、
犯
人
と
思
わ

れ
る
者
を
見
た
場
合
は
、
早
く
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

符
る
た
め
、
犯
人
の
手
配
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
に
っ

い
て
も
、
知

り
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
聞
き
込
み
に
ご
協
力
を
″
‥

犯
人
に
関
す
る
情
報
を
求
め
て
、

捜
査
員
か
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

警
察
で
は
、
協
力
を
い
た
だ
い
た

方
に
は
迷
怒
を
か
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
。

桑
折
警
察
署
霏
八
二
一
ニ

ー
五
一

「

地
球

大

紀
行

展

」

を

開
催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
仙
台
巾
の
斎
藤
報

恩
会
自
然
史
岬
物
館
で
、
来
る
六
―

三
十
日
か
ら
七
月
卜
九
日
ま
で
の
二

十
日
間

『
Ｎ

Ｈ
Ｋ

地
球
大

紀
行

展
‘

を

鬨
催
し

ま
す

。

こ
の

『
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
紀

行
展
』

は
、

本
年

一
月

か
ら

十
二
月

ま
で
の
毎

月

一
回
、
計

十
二

回
に
わ

た

’
て
総

合

テ

レ
ビ
で
放

送
す

る
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ

特
集

『
地

球
大
紀

行

展
』
に
あ

わ
せ
て

開

催
す

る
も

の
で

。
驚

異

と
感
助

に
満

ち

た
地
球

四
十
六
他

年
の
歴

史
を

、

ア

メ
リ
カ

の
ス
ミ

ソ
ニ
ア

ン
国
立

自

然
史
博
物
館
の
一
｀

石
・
吐
物
・
宝

石
・

化
石

な
ど

の
標
本

約
百

七
十
点

に
、

国
内

の
博
物

館
な

ど
か

ら
出
品
の

約

七
十

点
を
加

え

。
音
と
光

と
最
新

の

映
像

の
中
で

展
示

・
構
成
す

る

と
と

も

に
、
私

た
ち
の

住
む
地

球
か

広
大

な
宇
宙

空
間

の
中
で

、

い
か
に
か
け

が
え

の
な

い
感
星
で

あ
る

か
を
体

験

し
て
も

ら

お
う
と
す

る
も

の
で
す

。

会
場
内

は

。
①
地

球
四

十
六
億
年

の
歴

史
へ
の

旅
立
ち

を
予

感
さ
せ

る

よ
う
な

コ

メ
ッ
ト

ー
シ

ャ
ワ
ー
・
ト

ン
ネ

ル
、
②
宇

宙

に
散
ら

ば
る
チ
リ

が
集
ま

り
て
感

星
や
彗

星

と
な
り
、

地
球
が
形
成
さ
れ
る
宇
宙
空
間
を
表

現
し
た
ホ
ー
ル
。
③
地
球
型
生
命
誕

生
の
き
り
か
け
を
象
徹
す
る
砿
物
結

晶
（
黄
水
晶
）
と
恐
竜
の
爪
を
展
示

す
る
ホ
ー
ル
、
④
隕
鉄
や
隕
石
・
月

の
石
を
中
心
と
す
る
『
地
球
外
物
資
』

を
展
示
す
る
ホ
ー
ル
、
⑤
鉱
物
や
宝

石
な
ど
地
球
が
創
造
し
た
結
晶
体
を

展
示
す
る
ホ
ー
ル
、
⑤
三
葉
虫
・
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
・
恐
竜
・
翼
竜
な
ど
の

化
石
や
復
元
模
型
を
展
示
す
る
ホ
ー

ル
、
⑦
ロ
ケ
ッ
ト
と
と
も
に
人
類
か

宇
宙
に
飛
び
出
し
て
い
く
様
子
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
ホ
ー
ル
、
⑧
大
型
画

面
に
よ
る
映
像
ホ
ー
ル
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
地
球
誕
生
か
ら
人
類
に
よ
る

宇
宙
旅
行
ま
で
の
四
十
六
億
年
の
歴

史
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
ま

す
。隕

石
・
鉱
物
・
宝
石
・
化
石
な
ど

の
標
本
展
示
を
。
音
と
光
と
最
新
の

映
像
の
な
か
で
構
成
す
る
展
覧
会
は
、

今
後
の
展
覧
会
に
新
風
を
吹
き
込
む

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ＪＲ 藤田駅から

お知らせ

’８７未来 の柬1ヒt専寛会
●７月18 口～９月２８日までの期間

女 半　|| ／９：：茣l～ 脯: ｛Xl

女 上 ・ 日 ／９：３０ヽ２１ ：（Ｘ）

●仙台市港地Ｋ

において開催されます．

科学の枠と世界のシｊ－イベント

が大集合．

広い会叫にぱ 末家体験ゾーン̈
や楽しいイベントかいっぱいの賻
覧会です

４会場までのご案内●･

本物のＳＬ が会場 までご案内し ま

す.

( 但し迎転されない|| かあ･j ます)

藤田駅 仙台駅
･東北本締 約70角

S Ｌ rＣ－5６j 仙石線

東北博覧会会榔 多賀城駅

バス卻|目O 分



福
島
県
税
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

五
月
は
自
動
車
脱
の
納
期
で
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
の
自
動
車
脱
の

納
期
限
は
。
来
る
六
月
一
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
’

最
寄
り
の
金
融
機

関
な
ど
で
忘
れ
ず
完
納
さ
れ
る
よ
う

お
噸
い
し
ま
す
。

ま
た
。
自
動
車
税
を
完
納
し
た
と

き
は
、
納
税
証
明
書
の
つ
い
た
飯
収

証
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
こ
の
納

暁
証
明
書
は
、
車
検
を
受
け
る
時
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
車
検
証
と
い
っ
し
ょ
に
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
。
ご
不
明
の
点
か
あ
り
ま
し

た
ら
、

福
島

県
税
事
務
所

（
酋
二

一

一

一
一

一
一
内

線
三
四

一
三
～

．’．四

二

二
）

ま
で

お
問
い（
Ｕ
わ

せ
く

だ
さ

い
．昭

和
六
十
二
年
度

ミ

ス
ピ

ー
チ

を
募
集

一
、
応

募

資
格

○
身
長
百
五
十
八
一
以
上
で
年
齢

十
八
～
ニ
ト
ニ
咲
の
独
身
女
性

（
高
校
生
を
除
く
）

○
県
内
在
住
、
在
学
膏
ま
た
は
県

内
出
身
者

○
七
月
下
旬
か
ら
八
月
ド
句
ま
で

の
川
、
Ｐ
Ｒ
事
業
に
従
恥
で
き
．

福
島
市
内
に
通
勤
可
能
な
人

一「

募
集

人
員
　

卜
名
｛

予
定
｝

三
、
選

考
期
日
　

六

月
二

十
一
日
（
日
）

午

後
一
時

口
、
選

考
会
場

福

鳥
市
巾

民
会

館

气
募

集
締

切
　

六
月
十

八
日

六
、
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

福
鳥
巾
役
所
内
「
ミ
ス
ピ
ー
チ
係
」

Ｓ
Ｅ
瓦
１

匸

一
一
内
線
三
六
〇

※
応
募
方
法
－

官
製
（

ガ
キ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

Ｓ
マ
ー
ク

【
理

・
美
容

、

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
一

理
・
叉
容
所
や
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
を
利
川
す
る
方
が
．
安
心
し
て
店

を
選
べ
る
よ
う
、「
標
準
営
業
約
款
制

峻
‘
か
火
施
さ
れ
て
い
ま
す
．

標
準
営
業
約
款
は
、
消
費
者
（
利

用
者
）
の
信
頼
を
得
る
た
め
設
け
ら

れ
た
制
度
で
、
理
・
美
容
所
や
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
が
、
利
川
者
に
対
し
て

提
供
す
る
技
術
の
内
容
表
示
や
事
故

が
あ
っ
た
場
合
の
賠
俄
制
度
な
ど
か

定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
標
準
営
業
約
款
制
度
に
従
っ

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
店
に
は
。

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
の
標
識
が
掲
示
し

て
あ
り
ま
す
。
Ｓ
マ
ー
ク
の
Ｓ
は
、

標
準
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）。
衛
生
（
サ

エ
テ
ｆ
シ
ョ
ン
）、
安
全
（
セ
イ
フ
テ

こ

の
三
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
Ｓ
マ
ー
ク
か
掲
示
さ
れ
て
い

る
店
は
、
利
用
者
が
安
全
で
衛
生
的

で
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
と
い
う
、
安
心
し
て
選
べ
る
店
の

目
印
で
す
。

な
お
、
理
・
笑
容
。
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
に
っ
い
て
の
苦
情
、
相
談
は

｛
財
｝
県
環
境
衛
生
営
衆
指
導
セ
ン

タ
ー
（
〒
勁
福
島
市
本
町
四
－

ニ

ー

昔
ニ

ー

四
○
二
七
）
へ
お
川

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

戸籍の窓口
（ ４月受 付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落

友　 秀(ともひで)斎藤 麟康 町　 東

祐　輔(ゆうすけ)高橋　信一　山崎小舘

理沙子(り さ こ1児島　 刪　山　 忸

紀　子(の り こ)古田　和男　貝　 ｍ

透{ と お る}黒田　 明　第 十 二

早 紀{さ　　き}栗原 則男　駅　 前

帖　樹(ひ ろ き)赤坂　 誚 前　 田

勝 行(かっゆき)安藤　幸泊　|||　 根

利　江(I)　 え)斎藤　清美　石降田表

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　　 部　落

佐久|川 裕　一一　　　　　 宮 町 北

鈴 木 由笑子　　　　 伊 達 町

阿 部 正 幸　　　　 泉 川 下

松 田 俊 子　　　　 人 木 戸

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 部　落

赤Illj　リ　ン　　85　　 大 木 戸

渡 邊 ケ　ン　　74　　 泉 川 下

佐 藤　消　治　　69　　 北　 部

佐 藤　フ　ミ　　85　　 上　 野

舟 山 忠 男　　77　　 大町 南

佐 膝fa 子　　68　　 宮 町 北

人 口 と 世 帯

５月１日現在(前月比)４月中のうごき

人
　
　

口

一男5  , 7 人 （ － ５ ）

一女6.2  ｰ  3人(  十 4  )

一計11.999 人C －1 ）

世帯数2  , 8 %戸（＋4 〉

転 入32 人

転 出35 人

出 生　8 人

死　亡　6 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相談 童 ｛●●人口４･らおÅりIFさい･

時 間 ： ９畤 ～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気偉にご栩鴆下さい。 秘密は絶対にき ります。

〔相 談 員〕

５月 日 ( 月）曳地　 箝作・佐藤　 節子

６月５日（血）佐久間 巌・斎藤　洋子

６月 日 ( 月〉樋口　 弘・佐久問モト

５月　皐月（さつき）

第 7 日 ( 日 ) 森 江 野小運 動会

18 日 (月）国 際 善意デ ー

21  日 ( 木） 小　 膚

２･1日 （日） 藤田 小運動 会

６月　水無月（みなづき）

１日（月）気象記念日

４日（木）歯の術生週間

６日（土）芒　 種

７日｛剛 計11記念日

五
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
税
の
月
で
す
。
五
月
末
日
ま
で
納
入
し
ま
し
ょ
う
。



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有)  4  ｰ  5  6

昭
和
六
十
二
年
度

公
民
館
事
業
が
ス
タ
ー
ト

昭
和
六
十
二
年
度
の
公
民
館
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

。

自
ら

学
習
し

、
生
き

が
い
を
求
め
、
心
の

豊
か
な

生
活
を

創
造
す
る
た
め

、
「
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
、
生
涯

教

育
の

推
進
を
図
り
、
市
民
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
健
康
で

文
化
的
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
」
と
す
る
町
社
会
教
育
の

目

標
に

基
づ
い
て

、
公

民
館
運
営
の
目
標
を
掲
げ
、
社

会
教
育

活
動
の

推
進
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

特

に
、
本
年
度
は

、
学
級
・
講
座
の
学
習
内
容
の

充
実
、

少
年
教
室
・

青
年
学
級
の
充
実
を
主
に

、
活
動
を
す
す
め
て

い
き

た
い
と

考
え
て

い
ま
す
。

◇
阿
津
賀
志
学
級

花
の
盛
り
も
過
ぎ
た
四
月
三
十
日

に
昭
和
六
十
二
年
度
の
阿
津
賀
志
学

級
か
開
講

い
た
し
ま
し
た
．

新
し
く
学
級
生
に
な
っ
た
一
二
十
四

名
に
は
、
交
通
安
全
大
学
証
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
．

式
後
．
第
一
回
の
学
刊
と
し
て
、

蓬
田
教
宵
長
か
ら
『
国
見
町
の
教
育
』

に
つ
い
て
有
意
義
な
お
話
を
聴
講
し

ま
し
た
。

本
年
度
は
学
級
役
員
の
改
選
期
に

当
た
り
ま
す
か
。
前
回
に
引
き
続
い

て
次
の
方
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
艮
　

藤
田

鶴
衛

副
委
八
長

古
田

嘉
藏

が
　
Ｓ
　
　
佐
久
間
い
ち

会
　
計
　

阿
部

重
雄

庶
　
務
　

遠
藤
源
五
郎

六
刀
に
は
社
会
見
学
学
習
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◇

青

年

学

級

円
川

．．．
卜
日
午

後

じ
時
．
．
卜
分
か

ら
公

民
館
で

、
学
級

生
十

九
名

（
人

級

生

．．．１

叫
名

）

が
番

加
し

て
開

講

い
た
し

ま
し

た
．

青
年

学
級

は
、
町
内

に
住

む
胄
年

川

女
か
．

ス

ポ
ー
ツ
、

レ
ク

リ

ェ
ー

シ
ョ

ン
、
野
外
活

動
、

一
般

教
養
な

ど

の
乍
習

を
通
し

て
、
若

者
同

士
か

仲

間
づ
く

り
を
し

な

が
ら
存
意

義
な

疔
邪

時
代

を
過

ご
し
て

ほ
し

い
と

い

う

ね
ら

い
で
閧

設

い
た
し
ま
し

た

‘

学

刊
は
．

毎
週

木
曜
日

の
’ｒ

定

で
、

夜
川

に
行

い
ま
す

か

年

学
級
生

か
ら
．

川
日

の
国
見

町

を
担

二

ヽ
い
く
り
Ｉ

ダ

ー
か
ひ
と

り
で

も
多

く
育

い
て

い
た
だ
き

た

い

と
思

ご
ヽ
い
ま

す
『

公
民
館
運
営

審
議
委
員
決
ま
る

昭
和
六

十
二
年

．．．川

三
十
一

日
で

任

期
切

れ
と
な

り
ま
し

た
公
尺

館
運

審

議
委
八

に
、
新

し
く
次

の
方

々
か

、

四

月
一

日
付
で
．

敦
青
委
ｎ

会

か
ら

委

嘱
さ

れ
ま
し

た
．

今
後

二
年
間

、
公
民

館
事
業

目
的

速

成
の

た
め
、
活

躍

が
期
待
さ

れ
ま

す

．

大

竹
英

智
（
森
江

野
小

校
妊
）

皿
岬

男

（
大
木

戸
小
枚

長
）
、

佐
藤

昭

雛
（
大

技
小

校
長
）

、
樋

口
久
弥

（
辿
Ｐ
会

艮
）

、
佐
藤
元

一

（
町
体

協
会

長

）
、
石
川

溥
利

（
サ

ー
ク
ル

ぽ
け
『

と
会
艮

』
、
舟

山
武
雛

（
柔

道
ス

ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導

者
）

野
村

チ

ョ
ノ

（
連

婦
会

艮
）

、
佐

野

］
子

（
読

書
指
導

者
代

表
）
、

菅

野

好

子

（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

代
尖

）

秦
二
郎

（
文
連

会
長
）

、
阿
部

松
夫

（
ス
ポ
ー
ツ
協
会
代
表
）
、
金
丸
和

仁
（
産
業
界
代
表
）
、

佐
藤
洋
一

（
農
業
団
体
代
表
）
、

佐
藤
朝
子

（
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
代
表
）
、
槻
山
市

郎
（
農
業
）
、
松
浦
羅
男
（
町
議
会

議
貫
）
、
松
浦
艮
明
（
町
議
会
議
貝
）

国
見
町
文
化
団
体

「
連
協
会
」
総
会
開
催
さ
れ
る

昭
和
六
十
二
年
度
、
国
兇
町
文
化

団
体
辿
桁
協
議
会
総
会
か
、
五
刀
二

日‥
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
い
川
会
艮
を
務
め
た
佐
藤
胯
次

郎
き
ん
か
退
き
、
顧
問
と
し
て
今
後

の
相
談
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。新

会
長
に
は
、
奉
三
郎
さ
ん
か
選

川
さ
れ
ま
し
た
。

総
会

に
は
八
鳥
助
役
、
蓬
田
教
育

長
の
あ
い
さ
っ
が
あ
り
、
議
事
に
う

っ
り
、
六
十
二
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
及
び
会
則
の
一
部
改
正
か
な
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
加
盟
聞
体
は
四
十
四
団

体
で
あ
り
、
新
し
く

『
国
見
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
同
好
会
』
か
加
人
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り

会
　

長
　

秦
　
　

三

郎

副
会

長
　

松
浦
　

芳
藏

μ
　

Ｓ
　
　

渡

辺
ア
イ

子

監

事
　

後
膝
　

渣

佐

久
川
直

次

乍

務

局
長
　

八
巻

忠

義

●闢破式風景

４ゲームを楽しむ学級洫



みんなでスポーツを！

自然の中での爽快感を仲間と！
昭和62年度　事業計画（スポーツ大会など）

月 �日 � 大　　　　　 会　　　　　 名 � 内　　　　　　　 容 � 対 象 者 � 会　　　　 場

５ �31 �県民スポーツ大会町予選（壮年ソフト） �トーナメント戦 �40歳以上男子 �運動掛

６ �７ �毒季職場対抗ソフトポール大会 �男女混合トーナメント戦 �町内職場勤務者�運動榔

６

６ �1011�

県民スポーツ大会町予選会　　　(

家庭バレーポール) �

ブロックIJ－グ戦 �3r)歳以上女子 �体育センター

���決勝トーナメント戦 ��体育館

６ �14 �県民スポーツ大会町予選（バドミントン） �団体・トーナメント戦 �一般髣女 �体育館

６ �14 �県民スポーツ大会町予選会（卓球） �団体・トーナメント戦 �一般男女 �体育館

６ �28 �県民スポーツ大会町予選会（軟式庭球） �団体・トーナメント戦 �一般揶女 �テニスコート

７ �５ �伊達スポーツ大会町予選会（ソフト） �トーナメント暇 �--殼椰子 �迎動場

７ �12 �伊達スポーツ大会町予選会（剣道） �団体･ トーナメント戦 �一般男子 �体青館

７ �19 �県民スポーツ大会（県北大会） �トーナメント戦 �各町代表チーム�伊達管内

７ �31 �少年ソフトポール大会 �トーナメント戦 �各小岸校高学年�運動場

８ �２ �伊達スポーツ大会町予選会（パスケ･y卜〉 �トーナメント戦 �一般労女 �体青館

８ �９ �伊達スポーツ大会町予選会（バドミントン） �団体・トーナメント戦 �一般夕J女 �体育館

８ �９ �伊達スポーツ大会町予遘会 く卓球） �団体・トーナメント戦 �一般揶女 �体育館

８ �16 �伊達スポーツ大会町予選会（テニス） �団体・トーナメント職 �一般對女 �テニスコート

８ �16 �伊達スポーツ大会町干選会（バレーポール） �トーナメント較 �一般對女 �体育館

８ �34） �スポ少ソフトボール大会 �トーナメント戦 �小学生 �迎動場

９ �６ �伊達スポーツ大会（テニス〉 �トーナメント欟 �各町代表チーム�テニスコート

９ �21 �町長杯争奪ソフトボール大会 �トーナメント戦（ナイター） �一般男女 �県北中グラウンド

９ �28 �町長杯争Ｓゲートボール大会 �予選リーグ戦 �愛好者 �福祉センター前広場

９ �29 ��決筋トーナメント暇

10 �９ �高齢者・鳩人迎動会 �10鱸目程度 �応齡者・恥人 �福祉センター前広場

10 �25 �桑折町・国見町少年剣道大会 �団体・個人戦のトーナメント �両町小中学生 �体育館

10 �28 �第３回国見町綱引き競技大会 �予選リーグ俄 �一般揶女 �体育館

ll �８ �町内一岡駅伝競走大会 �10区岡リレー �一般男女 �町 内

11 �15 �第３回郡綱引き大会 �トーナメント職 �各町代表チーム�体育館

12 �６ �伊達l;内一周駅伝競走大会 �12区間リレー �各町代表チーム�伊達管内

12 �16～1 �町長杯争奪家庭バレーボール大会 �トーナメント戦 �婦人 �体育館

３ � ７ �町民卓球大会 �トーナメント職 �一般男女 �体育館

昭和62 年 度　 事業 計画（ ス ポ ーツ教室 ・講 習会 ）

月 � 事　　　　　　 業　　　　　　 名 �内　　　　　　　　 容 �対　 象　 者 �会　　　　　 場

５ � ゲートポール講習会 � 基本から応用 �愛好者 �福祉センター前広場

５ � 町民賢山 � 自然に親しむ �愛好者 �安達太良山

５ � 軟式テニス教室 � 基本から応用 �愛好者 �テニスコート

６ � 硬式テニス教室 � 基本から応用 �愛好者 �テニスコート

６ � 水泳教室 � 水に親しむ �婦人 �町民プール

７ � パウンドテニス � 基本から応用 �愛好者 �体育館

７ � 水泳教室 � 水に親しむ � 親と子 �町民プール

８ � 水上迎動会 � 地区対抗 � 小4 年以上 �町民プール

10 � バスケット叡室 � 基本から応用 �一般男女 �体育館

12 � なわとび教室 � 眺ぴ方の基本 �一般郷女 �体育館

１ � 観子スキー教室 � 基本から応用 � 小4 年以上 �塩沢スキー場

２ � 町民スキー歓皇 � 基本から応用 �一般男女 �天元台スキー場

２ � 町民卓球教宝 � 基本から応用 �一般男女 �体育館



媒
妁
人
に

報
償
金
を
贈
呈

国

見
町
で

は
、

町
内
全

既
婚
の

後

継

者

の
結
婦

難
を
解

消
し

、
ま

た
、

人

口
増
加

を
図
る

目
的
の
も

と

に
、

後
継
者

に
陀
嫁

、
ま

た
は
花

婿
心
・
お

腆
話

し
婚
姻

を
成
立

さ
せ

た
媒
妁

人

に
対

し
、
報

償
金
を

き
し
あ

げ
、

そ

の
労
を

ね
ぎ

ら
う

こ
と
に
し

て

い
ま

す

．こ

れ
は
．

町
内

に
在

住

す
る
後
継

者

で
．

両
親

あ
る

い
は
刄
父

は
な

ど

と
引
き

続
き
同

居
し

、
定
什

の
意
心

か
あ

ご

、
、

そ
の
獣

帯
の
後

を
継
ぐ

拾

荐

に
、
町
外

か

ら
花

嫁
．
花

婿
を

お
匱
話

し

た
場
合

は
．．
．万
川

．
町
内

の
鳩
（
口
は

．一
万

円
を

き
し
あ

げ
て

い

ま

す
．
媒

妁

人
は
．
町

外
の

人
む
殿

当

し
ま
す

昭
和

六
十

一
年

度

後
期
分

（
十
川

以
降
）

の
報
償
金

恥
叭

式
は
、

凹
月

ぺ

日
役

場
第
1
1
1会

巌
室

で
り
わ

れ
、

町

長
職

務
代
理
者

の
・
气
島

忠
雉

助
役

か

ら
、
－

八

べ
の
．８

　第
　`

に
報

償
公

か

贈
‥．ｔ
さ
れ
ま
し

た
『

な
お
、
贈
呈
式
は
乍
年
分
ま
と
め

て
、
十
月
と
四
月
に
行
い
ま
す
か
．

す
で
に
媒
妁
し
て
末
申
請
の
人
、
あ

る
い
は
、
今
後
媒
妁
さ
れ
た
場
介
は
．
0
:

民
課
に
川
紙
か
あ
り
ま
す
の
で
．

早
め
に
申
諦
し
て
く
だ
さ
い
．

▲一人ひとりに報・ 翕が手渡される

農
業
祭

に
ぎ
わ
う

だ
り
晴
れ
の
好
．ｋ
に
恵
ま
れ
た
Ｍ

月
丘
卜
、
恒
例
の
ａ

袤
祭
か
奴
川
台

公
園
で
開
か
れ
、
近
隣
の
農
家
の
へ

た
ら
や
、
町
内
の
１
鼠
辿
れ
の
人
た

ら
で
終
Ｈ

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

公
園
の
川
の
川
囲

．
而
に
帆
ら
れ

た
屋
台
の
店
に
は
．
色
と
り
ど
り
の

草
疋
か
・
气

…川
木
、
靤
、
沌
産
物
、

々
梁
物
や
お
も
’
了

屋
な
ど
か
抜
び
。

ｗ（

い
水

め
る
客
か
切
れ
Ｈ
な
く
続
い

て
い
ま
し
た

ま
た

、
町
民
体

育
館

で
は

、
今
壓

で

第
卜

‐１
川
目
を

迎
え

た

「
趣

味
の

（
口
川

剖
‥
作

展

‘
か
闘
催

さ
れ

、
書
を

は

じ

め
．

町
真

・
日
本
画

・

短
歌

・

俳

句
・
（

り
桧

な
ど
、

Ｈ

ご
ろ
の
腕

を
裝

・．
た
作
品

が
展
示

き
れ

、
買
物

帰

り
の
人

た
ち
し

、

い
ず
れ

お
と

ら

ぬ
秀

作

に
、
熱

心
に
兒

人

い
て

い
ま

し

た
．

▲力作が鰉んだ合岡習作展 ▲子供たちに人気の金魚すくい

太
々
神
楽
を

奉
納
披
露

Ｉ
伊
達
郡
神
社
総
代
会
総
会
で
～

町
術

定
無
形

民
俗

文
化
財

の

「
春

卜

神
社

の
太

々
神
楽

」
か

、
四
月

二

卜

八
日
、

町
公
民
館

で
行

わ
れ

た
伊

達

郡
神
社

総
代
会

総
会
で

本
納
披

磁

さ

れ
ま

し
た

．

伊
達
郡

神
杜
総

代
会
総
会

は
．
‥
吁

ｑ

各
町
持

ち
回

り
で

鬨
催

き
れ

．
今

乍

は
国
川
｀
町
が
順
壽

と
な

り
、

扮
町

か
・
サ
目
九
十
人

が
出
席

し
Ｉま
し

た

晦

年
、

総
会

に
お

い
て

、
祢
町

の
民

俗

芸
能

を
披
露

し
．

参
加
矜

に
拝
観

す

る

卜
的
で
行

わ
れ
て

お

り
、
毒
日

陣
叶
の

太
々

神
楽
の

口

廴
刀

の

舞
．`・‘

｛
．人
の

肖
．卩
開
の
舞
｝

の
二

座
が
恥

納

披

臨
き
れ
．

参
・
加
者

の

人
た
ち

は
、

熱

心

に
見
人

ご

ヽ
い
ま

し

た
．

４ 天の岩戸閹の舞

編

集

日

記

ｃ

五
月

に
入
り

、
毎
日
晴

天

が
続
き

、

暇

冬
の
せ

い
も

あ

ご

、
か
、
ま

た
、

田

植
え

の
時
期

と
も
重
な

り
、

県
内

各
地
で
水

不
足

の
状
態

か
で
て

き
て

い
ま
し

た
か
、

卜
三
日

か
ら

降
り

だ

し
た
雨

で
、

ど
う
や

ら
心
配

さ
れ

た

果
樹
な

ど
へ

の
被
害
も

、
最

小
限

に

く

い
と

め
る
こ

と
か
で

き
、
ａ

家
の

万

も

。
女
心

と
い

ｆ。
た
と
こ

ろ
で
す

。

ｃ

Ｎ
Ｈ

Ｋ

の
人
河

ド
ラ

マ

『
独
眼

屯

政
宗

』

が
。
人
変
人

気
と

な
・
て

い

ま
す

。
特

に
、
伊

遼
郡
や

富
城

県
な

ど

は
。
改
宗

の
領
地

で
ｃ

あ
・

た
こ

と
で

、
改
宗

ブ

ー
ム
か
お
こ

っ
て

い

ま
す

。
先
日

、
こ
の

伊
達

政
宗

の
人

人

と
な
ｙ。
た
愛
姫

が
輿
入

れ
の
時

通

一

た
小
坂
峠

を
取
材

し
ま

し
た

。
現

在
は
快

遮
な

自
動
巾

道
か
整

備
さ

れ

簡
叭

に

峠
越

え
か
で

き
ま

す
か

、
そ

の

当
時

は
、
人
変

困
難
で

あ

っ
た
ろ

う

と
思

わ
れ
ま
す

。
ま

し
て
や

、
雪

の
降
り

し
き
る
中

の
峠
越

え

と
な
る

と
…
…
……

い
ま
で

は
、

ほ
と
ん

ど
昔

の
而
影

を
偲

ぶ
こ
と
は
で

き
な

く
な

り
ま
し

た
か
、

新
緑
の

中
、
峠

か

ら

見
お

ろ
す
景
観

は
す

ば
ら
し

い
も
の

で

し

た
、
皆
さ

ん
も
、

パ

ー
ド
ウ

す

。
チ

ン
ク
や
森

林
浴

を
か

ね
な
が

ら

で
か
け

て
み
て

は

い
か
か
で
す

か

。

四
百

数
年
加

に
通

っ
た
、
愛

姫

一
行

の
こ

と
な

ど
を

忽
像

し
て
み

る
の
も

楽
し

い
も
の
で

す

。
　
　
　
　

ｓ

疂
抒
・
編
輿

国
兄
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
兄
町
人
字
藤
田
字

．ｒ

田
１
２
の
Ｉ

・

九
六
凡

―
一
七
　

ａ
｛
○
二
四
丘
こ
气
．瓦
―
．：

匸

〃
代
表
｝
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